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2019 年 5月 22 日 

本年度の検討課題等について 

 

 ＰＭ担当：豊島 

１．前回のレビュー 

■エリア整備：着手順とエリアコンセプト 

A フィッシャリーナ後背地（ウェルネススポーツ） 

スポーツ、駐車場、芝生広場、倉庫、カフェ、ラン/サイクルステーション 

B プロムナード＋商店街（ウェルネスコミュニティ）ショップ、小商い 

C 市民会館（ウェルネスライフスタイル）ﾗｲﾌﾞﾗﾘ＋Café、子育てｿﾞｰﾝ、ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ 

D マルキポイントまで 

 

■事業化方針 

・ターゲット 平日：鴨川の医療・観光ならではの地元女性、CCRC シニアのミックス 

休日：鴨川シーワールドならではの子連れ客 

地元７：観光２：企業１ 

・ブランド 若者女性が住み続けたい、海に行くなら 3本の指に入る鴨川の海 

・マーケット 誰でもアクセスできる貴重なパブリックビーチであることを踏まえ 

ある程度マスマーケットを指向（プライベートビーチ、専有化しない） 
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■主な意見 

・全体計画の考え方やコンセプトは OK。予算、事業主体、進め方の具体化を。 

・海を見ながらゆっくりできる場所、雨天時にお客様に紹介できる場所、ファミリー層

が気後れせずに滞在できる場所 

・鴨川はウェットスーツを着れば春からサーフィン可能。が、温水シャワーは必要。 

・民業圧迫は気にしすぎない。金融機関の参加や、投資環境整えるのは大事。 

・後背地周辺。海太郎はサイクルステーション等併設などで今の延長利用か？駐車場は

費用を掛けて無理にキレイ舗装仕上げする必要はない。 

・小湊小跡地利用など、他の事業との方向性の棲み分け、海辺倶楽部の連携等を考慮。 

 

 

２．今年度の検討課題 

①市方針、担当、スケジュール具体化（4/18、5/7、5/14～火曜定例） 

※別紙１（スケジュール）、別紙２（文理開成スケジュール等：小柴、川上） 

 

②投資環境の構築（5/9 Ｋ社） 

・2013 年 US 設立。カリフォルニア、東京、京都、日南に拠点。未来に残したい日本の

資産に着目。国内外資産家、ファンド、貸手、デベロッパー、運営者ネットワークを活

用し投資環境構築、資産運用。約 200 億円。ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄ向け旅館経営、まちづくり支援も。 

-目的地が一つ、ほかにない。センスよいショップもあるが分散 

-青島ビーチパークのように集約、ボードウォーク整備等の低投資で環境整う 

-wedding 企画、コワーキング・コリビング×農業＠Bal 等に声かけやすくなる 

-何に投資すればよいかわからない。アセットリスト作成からスタートを。 
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（Bali） 

③フィッシャリーナ後背地 

・フィッシャリーナ後背地の状況について（土地所有、水道等整備状況ほか）（矢代） 

・どの範囲まで着工できるか未だ不明。1/4～1/2 程度のエリア想定で開始。 

・常設／イベント収益が可能な機能、人の気配づくり。実現可能性、優先順位検討。 

有料駐車場、芝生（運動場）、公園、海辺倶楽部／ＰＦ備品倉庫、事務所、 

温水シャワー、カフェ、イベント（既存、フードトラック、ロケ、マルシェ等） 

オーニング（雨天荒天日射）、ニュースポーツ、ＲＶパーク・・・

  以上 
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（別紙２） 

 

文理開成高等学校空き教室提供について 

 

【経過】 

海辺のまちづくり事業の中で、チャレンジショップ開設支援事業に取り組んでおり、

平成 29 年度に調査した空き店舗等物件情報を基に、これらを活用し新たに起業する事業

者に対し、支援を行うこととしていた。 

しかしながら、物件調査で抽出された空き店舗の内、貸し店舗として活用を希望する

店舗が 1件あったものの、調査の結果、これを活用することが困難であったため、再度、

地域住民等とのヒアリングなどを行いながら、活用可能な空き店舗等の調査を継続して

いる状況となっている。 

こうした中、昨年度、文理開成高等学校から、空き教室の一部を無償提供し、活用し

てもよいとの提案をいただき、その活用についてプロジェクトマネジメントからアイデ

ア提案があるとともに、推進委員会において協議され、ＩＴ関係の起業者等に対するコ

ワーキングスペースとして活用する方向で検討を進めてきたところである。 

 

【提供する教室及びその使用についての注意点等】 

 ・ 提供教室（無償貸与） 

   4 階 406 教室 

 ・ 利用期間 令和 3年 3月 31 日まで（※推進交付金計画の最終年度まで） 

 ・ 利用時間等 

   月曜日～金曜日 午前 8時 15 分から午後 5時まで 

   ※夏、冬、春休みの期間など職員が出勤しない期間については調整が必要（学校

側が指定する。） 

 ・ セキュリティ関係 

   ①正面入口は事務員がいるため、利用者は来訪者記録名簿に記入の上入室 

   ②使用ルームにおいても利用状況を記録する。 

   ※スマホで管理できる解錠システムがある。入室者の管理もできるため、検討を

している。 

 ・ 常駐体制について（現在調整中） 

   週 2 日程度以上は常駐する方向で調整中。 

・ 使用ルームの基本ルールの作成 

学校側に合わせたルールをつくり、管理をする。 

 ・ その他 

   今回の教室提供について、どのような目的でどのように活用されるのか、地域貢

献などについて生徒にレクチャーをしてほしいとの希望あり。（6/6（木）14：20

から学校のロングホームルームの中で説明予定。） 
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（別紙２－１）                       2019年 5月 22日海辺委員会資料 

 

「QURAGE  オフィス」工程（案）  

 

 

5/27〜28： 照明器具撤去・搬出  

5/29〜31： 工事無し（テスト期間）  

6/6  ※ロングホームルームでの生徒向けプレゼン 

6/6〜7  ： 天井、家具撤去・搬出  

6/10〜15： 電気工事（照明・自火報・LAN）  

下地調整・補強工事他  

6/17〜20： 塗装工事  

6/21〜  ： 床タイルカーペット撤去搬出  

6/22〜  ： タイルカーペット張り（1 日）  →  什器備品搬入  

 

※ 5/25 に「再・見積書」  

※5/30 頃までに、各部材を発注。  

・照明のショップライン・色・数量（3 本）  

・床のタイルカーペット色・品番  

・壁の塗装色  

・LAN ジャック位置・数量（教室内は露出配線）            以上 








